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した（745,824 ± 194,065 vs 507,704 ± 115,896; P<0.001, mean±SD）。
また出生年を一致させた米白人種との比較においては、米白人種のネフ
ロン数には戦前後に差は認められなかった(1,091,210 ± 335,529 vs 
977,006 ± 198,780; P=0.35)。 
【結論】日本人のネフロン数は、米白人種のネフロン数と比較し、戦前
後ともに低値を示しているが、戦時中は更なる低ネフロン数を示してい
たことが判明した。これらの結果は、加齢によるネフロン消失も関与し
ていると推測されるが、戦時中の劣悪な母胎環境がネフロン形成に影響
を及ぼしたことも示唆し、DOHaD仮説を強く支持するものと思われる。 
